
報告者 神野　勝
上半期活動レポート
・上半期成績
　　きらら浜クリテ２月大会　　４位
　　白浜クリテリウムTTT      8位
　　白浜クリテリウム　　　　　予選落ち
　　広島県ロード　　　　　　　１８位
　　中国地域ロード　　　　　　DNF

・上半期戦評
　上半期最大の目標だった白浜TTTを８位で終えた事、そしてチームに貢献できたことが、私にとってすごく自信になった。
　しかし、そこまで無理して体をつくったため腰痛を引き起こし、それ以降のレースは思うように練習できず結果にもつながらなかった。
　
・下半期の目標
　今年最大の目標は、９月にあるTTチャンピオンシップです
　それに向け練習内容も、今からベース作りの時期にして次第に強度を上げていきます。
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報告者 伊藤　翼
上半期活動レポート

・上半期成績
　きらら浜サイクルミーティング5月大会　エリート：DNF
　2days race in 木祖村2013　ジュニア+スタッフ+コンソレーションレース：31位（+8：50）
　以上

・上半期戦評
　コンディション調整が間に合わず、前半戦はJPTカテゴリーのレースには参加出来なかった。
　きらら浜サイクルミーティングは、今シーズン最初のレースであった。集団でのローテーション、コーナーリングなど感覚を思い出しながらの
走りに終始した。
　選手が前に千切れていく展開となり、集団が崩壊した際に前の選手に付くことが出来なかった。
　結果は残り3周を残してリタイア。
　2days race in 木祖村2013はメンバー選考に漏れ、スタッフとジュニア、前日のレースで完走出来なかった選手との混走カテゴリーでの出走
となった。
　逃げ集団を形成することが出来たが、トップの選手のスピードに対応することが出来ず、第3集団まで順位を落としてしまった。
　その集団が完走集団となり、9分遅れでのフィニッシュとなった。

・下半期目標
　JPT残留。前半戦を棒に振る結果となったので、後半戦で2回の完走を目標にポイントを獲得する。
　練習以外でも身体に負荷が掛かる夏場は無理をせず、9月、10月のレースで完走ポイントを取りに行きたい。
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報告者 井上無我
上半期成績
　2013-04-20　第2回 JBCF タイムトライアル南紀白浜　TTT　8位
　2013-04-21　第3回 JBCF 白浜クリテリウム　予選敗退
　2013-04-27　第5回 JBCF 群馬CSCロードレース Day-1　DNF

上半期戦評
　白浜のTTT以外結果が出ていません．
　白浜クリテリウム予選では最終コーナーを集団先頭で通過したものの脚が一杯になってしまい，加速できずそのまま遅れてしまいました．
　群馬CSCは気温が低く，雨が降ったり，日が照ったりと天気がコロコロと変化し，路面状況も一周ごとに違いました．
　散発的にアタックがかかりますが集団内で待機．
　後になって有力選手が入った逃げが形成されているのを知る．
　足は余裕がある．
　集団のペースが上がったときに中切れがあり，その隙間を埋められず遅れてしまいました．
　単独で集団を追っているときに濡れた路面のコーナーにオーバースピードで進入してしまい止れず落車，そのままリタイアしました．

下半期目標
　後半は群馬CSC，輪島ロード，美浜クリテで結果が残せるようにしたいと思います．
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報告者 向山浩司
■上半期成績

JBCFロードシリーズ　Jプロツアー第2戦
　『第2回JBCFタイムトライアル南紀白浜』
日付　2013年4月20日（土）
会場　旧南紀白浜空港跡地(滑走路周回1.5kmコース)
距離　P1:15km（2.5km×6周回）

結果8位

レポート：
年明けからシクロクロスのレースはいくつも走っていましたが、ロードレースは今年初めて。
その上、わがチームはメンバーが離れて住んでいるためチームTTの合同練習が一切できないまま
でのレースとなりましたが、昨年の経験を活かし、自分がペースメーカーを務める形で臨みました。

今年は平地が得意な井上キャプテンやＴＴスペシャリストの増田選手や神野選手が参加したことで
昨年よりも良い結果を目指してレースに臨みました。
レースがスタートすると6名全員で素晴らしいチームワークを発揮し、ＴＴスペシャリスト2名の
見事な牽引もあり終始ハイペースで走った結果、昨年の10位を上回る8位になりました。

私個人の走りとしては、機関車役までは行かないもののローテーション通りに走れて多少はチームに
貢献できたことと、ペースメーカーの役目を果たせたことが良かったです。
ただ、ペースメイクついては疲れが見えるメンバーを一度ローテーションから外して休ませるできだ
ったことなど、まだまだ反省点・改善点があり、これを修正して来年さらに上の順位を狙いたいと思
います。
また、タイムトライアルは機材勝負の側面もあり、チームから借りたOGKカブト様のエアロヘルメッ
トやBOMA様からお借りしたTTバイクのスウープのおかげで、普段出せないスピードで走れました。

JBCFロードシリーズ　Jプロツアー第3戦
　『第3回JBCF白浜クリテリウム』
日付　20123年4月21日（日）
会場　旧南紀白浜空港跡地(滑走路周回2.5kmコース)
距離　P1クラス:16周　40km

結果40位

レポート：
もともと私はクリテリウムが得意でしたが、昨年は一度も予選を通過できず、自信を喪失していたので、このレ
ースはまたクリテリウムでしっかり走れるようになるためのとても重要なレースでした。

まずは予選。強風が吹き、ホームストレートは追い風、バックストレートは向かい風と言う中で、集団は団子に
なり、ポジション争いがとてもきついレースになりましたが、常にスペースをこじ開け、理想的なポジション取りで
レースは進み、最後は先頭付近でスプリントを開始し、余裕をもって8位で通過できました。
昨年、やりたくてもできなかったことが思い通りに出来て、手応えが戻ってきたレースでした。

そして決勝。久しぶりの決勝なので、最後まで攻める走りをしたいと思いながらスタート。
序盤から小さいアタックがかかる中で重要なものは常にチェックに入り、後手に回らないようにレースを進める。
このコースは平たんなので、どれだけ脚を使っても集団から遅れることはない。だから、安心して何度もアタック
をかけられる。
終盤、逃げが捕まっていよいよ本格的にレースが動き出した時も常に前で展開。ブリッツェンの飯野選手が目の
前で落車したもの何とかよけて、最後のコーナーも先頭付近で曲がり始める。しかし、激しいポジション争いに会
い、さらにポジションを譲らなかったためにコース左の畑にコースアウト。落車を逃れてコースに戻った時には先頭
から遅れをとっており、ペダルをはめ直してダッシュしましたが、スプリントには参加出来ませんでした。

良い感覚が戻ってきたし、調子も良かったので、最後は本当に勿体ないことをしてしまいました。とても残念です。
しかし、昨年からの最悪期は脱したようなので、シーズン後半に控えるみやだ、知多半島、いわき、幕張のクリテリ
ウムでは必ずリベンジしたいと思います。

JBCFロードシリーズ　Jプロツアー第4戦
『第5回JBCF群馬CSCロードレース』
日付　2013年4月27日（土）
会場　群馬県利根郡みなかみ町　群馬サイクルスポーツセンター
距離　P1クラス:20周　120km

結果39位

レポート：
大会2日前に都内で信号無視のロードレーサーと接触し、左ももを負傷していて、当日朝でもダンシングがまともに
出来ない状態で、「完走はまず無理。最初に逃げにでも乗れれば良いな」と思いながらスタート。
すぐやめるつもりだったのでボトルは1本。防寒具も付けずに半袖で走る。
しかし、狙っていたファーストアタックに乗ることが出来ず、集団を見回ると、その時点で集団内にいるチームメイト
が僅か3名。昨年は5名完走しているのにこれはまずいと、急きょ完走狙い(集団内の上位狙い)に走り方を変える。
アドレナリンと言うのは凄いもので、あれだけ痛かった脚が普通に動かせる。ダンシングも問題ない。そのおかげで
なんとかレースを走っていられる。とは言え、決して絶好調ではないので、無理はせず、ずっと集団にぶら下がって最
後まで行く。
そして最後の心臓破りの坂、集団の頭をとるためにメイン集団の先頭付近で走り、トップ20を狙う。しかし、頂上付
近でもう一段ペースアップがあり、これに反応できず、集団内でのポジションを下げてしまい、39位でゴール。

自分は群馬のような、坂を上った後にゴールが設定されているレイアウトは苦手。しかし、それでも上位を狙ってチャ
レンジ出来たのは面白かったです。それにもともと完走するつもりのないレースでしたが、それなりに走れて最後まで
行けたのは、春から行っていた厳しいトレーニングの成果だと実感できました。

■上半期戦評

今年は前半戦は自分向きのレースが少なく、クリテリウムは1レースしか走れず、Jプロツアーのレースは3レース。その
他のロードレースは一切出場しないと言うシーズンになってしまいました。
シクロクロスシーズンが終わり、春から行っているハードトレーニングでレベルアップの手応えを掴んでいたので、少々
消化不良な前半戦を過ごしました。
個々のレースで言えば、チームＴＴは素晴らしいチームワークで走れとても楽しかったし、昨年より参加チームが多い中で
昨年以上の成績が出せたことはとても意義があったと思います。

そして一番重要だった白浜クリテは最後でミスしたことが悔やまれますが、次へのバネになるレースでした。

おまけで走った群馬は悪い状況の中でもしっかり走れたことが収穫です。

まだ大きな成績は残せていませんが、シーズン後半に期待が持てる前半戦を過ごせたと思います。

■下半期の目標

シーズン後半に狙うレースはみやだ、いわき、知多半島、幕張のクリテリウムです。
クリテリウムは通常のロードレースより短いですが、その短いレース時間の中で全開で走り続けるためにはベースの高さが
とても重要なので、群馬のレースが終わってからはベースアップを目的としたトレーニングを中心に行ってきました。
今後はスピード強化のメニューを増やし、クリテリウムのレースに備えたいと思います。特に自分はシクロクロスも行って
いるため、ロードレースシーズン終盤になってもコンディションが落ちないこともあり、シーズン最後の幕張クリテは大きな
チャンスがあると感じています。今シーズンは絶対にどこかのクリテリウムで上位入賞を果たしたいと考えていますので、ご
期待下さい。
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■上半期成績

JBCFロードシリーズ　Jプロツアー第2戦
　『第2回JBCFタイムトライアル南紀白浜』
日付　2013年4月20日（土）
会場　旧南紀白浜空港跡地(滑走路周回1.5kmコース)
距離　P1:15km（2.5km×6周回）

結果8位

レポート：
年明けからシクロクロスのレースはいくつも走っていましたが、ロードレースは今年初めて。
その上、わがチームはメンバーが離れて住んでいるためチームTTの合同練習が一切できないまま
でのレースとなりましたが、昨年の経験を活かし、自分がペースメーカーを務める形で臨みました。

今年は平地が得意な井上キャプテンやＴＴスペシャリストの増田選手や神野選手が参加したことで
昨年よりも良い結果を目指してレースに臨みました。
レースがスタートすると6名全員で素晴らしいチームワークを発揮し、ＴＴスペシャリスト2名の
見事な牽引もあり終始ハイペースで走った結果、昨年の10位を上回る8位になりました。

私個人の走りとしては、機関車役までは行かないもののローテーション通りに走れて多少はチームに
貢献できたことと、ペースメーカーの役目を果たせたことが良かったです。
ただ、ペースメイクついては疲れが見えるメンバーを一度ローテーションから外して休ませるできだ
ったことなど、まだまだ反省点・改善点があり、これを修正して来年さらに上の順位を狙いたいと思
います。
また、タイムトライアルは機材勝負の側面もあり、チームから借りたOGKカブト様のエアロヘルメッ
トやBOMA様からお借りしたTTバイクのスウープのおかげで、普段出せないスピードで走れました。

JBCFロードシリーズ　Jプロツアー第3戦
　『第3回JBCF白浜クリテリウム』
日付　20123年4月21日（日）
会場　旧南紀白浜空港跡地(滑走路周回2.5kmコース)
距離　P1クラス:16周　40km

結果40位

レポート：
もともと私はクリテリウムが得意でしたが、昨年は一度も予選を通過できず、自信を喪失していたので、このレ
ースはまたクリテリウムでしっかり走れるようになるためのとても重要なレースでした。

まずは予選。強風が吹き、ホームストレートは追い風、バックストレートは向かい風と言う中で、集団は団子に
なり、ポジション争いがとてもきついレースになりましたが、常にスペースをこじ開け、理想的なポジション取りで
レースは進み、最後は先頭付近でスプリントを開始し、余裕をもって8位で通過できました。
昨年、やりたくてもできなかったことが思い通りに出来て、手応えが戻ってきたレースでした。

そして決勝。久しぶりの決勝なので、最後まで攻める走りをしたいと思いながらスタート。
序盤から小さいアタックがかかる中で重要なものは常にチェックに入り、後手に回らないようにレースを進める。
このコースは平たんなので、どれだけ脚を使っても集団から遅れることはない。だから、安心して何度もアタック
をかけられる。
終盤、逃げが捕まっていよいよ本格的にレースが動き出した時も常に前で展開。ブリッツェンの飯野選手が目の
前で落車したもの何とかよけて、最後のコーナーも先頭付近で曲がり始める。しかし、激しいポジション争いに会
い、さらにポジションを譲らなかったためにコース左の畑にコースアウト。落車を逃れてコースに戻った時には先頭
から遅れをとっており、ペダルをはめ直してダッシュしましたが、スプリントには参加出来ませんでした。

良い感覚が戻ってきたし、調子も良かったので、最後は本当に勿体ないことをしてしまいました。とても残念です。
しかし、昨年からの最悪期は脱したようなので、シーズン後半に控えるみやだ、知多半島、いわき、幕張のクリテリ
ウムでは必ずリベンジしたいと思います。

JBCFロードシリーズ　Jプロツアー第4戦
『第5回JBCF群馬CSCロードレース』
日付　2013年4月27日（土）
会場　群馬県利根郡みなかみ町　群馬サイクルスポーツセンター
距離　P1クラス:20周　120km

結果39位

レポート：
大会2日前に都内で信号無視のロードレーサーと接触し、左ももを負傷していて、当日朝でもダンシングがまともに
出来ない状態で、「完走はまず無理。最初に逃げにでも乗れれば良いな」と思いながらスタート。
すぐやめるつもりだったのでボトルは1本。防寒具も付けずに半袖で走る。
しかし、狙っていたファーストアタックに乗ることが出来ず、集団を見回ると、その時点で集団内にいるチームメイト
が僅か3名。昨年は5名完走しているのにこれはまずいと、急きょ完走狙い(集団内の上位狙い)に走り方を変える。
アドレナリンと言うのは凄いもので、あれだけ痛かった脚が普通に動かせる。ダンシングも問題ない。そのおかげで
なんとかレースを走っていられる。とは言え、決して絶好調ではないので、無理はせず、ずっと集団にぶら下がって最
後まで行く。
そして最後の心臓破りの坂、集団の頭をとるためにメイン集団の先頭付近で走り、トップ20を狙う。しかし、頂上付
近でもう一段ペースアップがあり、これに反応できず、集団内でのポジションを下げてしまい、39位でゴール。

自分は群馬のような、坂を上った後にゴールが設定されているレイアウトは苦手。しかし、それでも上位を狙ってチャ
レンジ出来たのは面白かったです。それにもともと完走するつもりのないレースでしたが、それなりに走れて最後まで
行けたのは、春から行っていた厳しいトレーニングの成果だと実感できました。

■上半期戦評

今年は前半戦は自分向きのレースが少なく、クリテリウムは1レースしか走れず、Jプロツアーのレースは3レース。その
他のロードレースは一切出場しないと言うシーズンになってしまいました。
シクロクロスシーズンが終わり、春から行っているハードトレーニングでレベルアップの手応えを掴んでいたので、少々
消化不良な前半戦を過ごしました。
個々のレースで言えば、チームＴＴは素晴らしいチームワークで走れとても楽しかったし、昨年より参加チームが多い中で
昨年以上の成績が出せたことはとても意義があったと思います。

そして一番重要だった白浜クリテは最後でミスしたことが悔やまれますが、次へのバネになるレースでした。

おまけで走った群馬は悪い状況の中でもしっかり走れたことが収穫です。

まだ大きな成績は残せていませんが、シーズン後半に期待が持てる前半戦を過ごせたと思います。

■下半期の目標

シーズン後半に狙うレースはみやだ、いわき、知多半島、幕張のクリテリウムです。
クリテリウムは通常のロードレースより短いですが、その短いレース時間の中で全開で走り続けるためにはベースの高さが
とても重要なので、群馬のレースが終わってからはベースアップを目的としたトレーニングを中心に行ってきました。
今後はスピード強化のメニューを増やし、クリテリウムのレースに備えたいと思います。特に自分はシクロクロスも行って
いるため、ロードレースシーズン終盤になってもコンディションが落ちないこともあり、シーズン最後の幕張クリテは大きな
チャンスがあると感じています。今シーズンは絶対にどこかのクリテリウムで上位入賞を果たしたいと考えていますので、ご
期待下さい。
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報告者 今野勝博
・２０１３上半期活動レポート

2013・４/21白浜クリテリウム（ＤＮＦ）
開幕戦でありながら、前半戦の山と思い臨んだレースでしたが、展開から得意のスプリントに持ち込めば何とかなると甘く見すぎてしまい、位
置取りが悪く予選落ち。
良かった点は、オフにやってきた練習の効果が体感できたことと、今後消化不良のレースはないように行くと決めたところは全開で行くと心に
誓ったことです。

2013・5/30～6/2ツールド熊野（チームＪＢＣＦ）
プロローグだけは自信があったのですが、最初の踏み出しで右の靴のバックルを破損してしまい流して走ってしまいました。
靴は以前にも同じところを壊してしまっていたので、翌日からは予備の靴を持ってきていたので、それで走りました。
第一ステージは、翌日の山岳の自信がなかったので、動くと決めていたので、パレードから上がっていきスタート後のアタックに乗るために動
きました。
アタックはしたのですが、逆側からかかったアタックに着ききれずそのまま遅れてしまいＤＮＦとなってしまいました。
自分で行くと決めていたとはいえ、応援していただいた方々には大変申し訳なくおもいました。
しかしＵＣＩのレースを走ってもっと上を目指して走っていこうという気持ちは強くなりました。

2013・6/9栂池高原ヒルクライム（９８位）
トレーニングの目的と思い、人生初のヒルクライムレース参戦。
出だしで遅れてしまい、300wアベレージで坦々と上っていたら体も楽でトレーニングとしても甘いくらいのペースで完走目的とはいえなさけな
い結果でした。
普段から1時間340wくらいはキープできるので、次走る機会があれば結果よりも限界を超えるくらいの気持ちで走ろうとも思いました。

・下半期の目標
自分にとっての今年度の重要レースは最初から後半戦にあると思っていたので、なにがなんでも食らいついて、チームのために結果を求め
ていきたいと思います。
そのために、元選手の方に指導していただきながら、ポジションや練習方法も変えて今のところは順調にきています。
後半戦も悔いのないよう全開で頑張ります！
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報告者 山本　敬
2013年上半期活動レポート
上半期成績
群馬CSCロード1：DNF
栂池ヒルクライム：96位

上半期戦評
群馬CSCロードでは1週目からパンクしてしまいましたが、調子もよくなかったのでトラブルが無くても結果は変わらなかったと思います。
栂池ヒルクライムでは順位、タイムともに非常に不本意な結果でした。

下半期の目標
現在のところ、深刻なスランプに陥っていますが、夏以降は環境が変わると思うので、なんとか挽回したいと思います。
具体的には、TTチャンピオンシップ20位以内、輪島ロード完走を目指します。
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報告者 清水英樹
上半期活動レポート

　・上半期成績

 第４回JBCF伊吹山ドライブウェイヒルクライム（４／１７） ４８位（４７分３３秒）
 第１７回JBCF栂池高原ヒルクライム（６／９）   １６位（５２分１５秒）
 第１０回JBCF富士山ヒルクライム（６／１６）   ３５位（４８分１７秒）

　・上半期戦評

◎伊吹山ヒルクライムは仕事の疲労と腰痛により、全く力が出ませんでした。

◎栂池高原ヒルクライムは仕事の疲れがかなり取れてきた状態で迎えることができました。スタートから先頭集団について行くことは出来ず、
第２集団内で走っていましたが、練習不足で心肺機能が弱っていたため中盤で遅れてしまう。その後は終盤に出来た16位グループ内で走
り、ゴール手前50ｍからのスプリントは加速が良く、何とかグループの先頭でゴール。順位は16位でしたが、自己ベストを更新することが出来
ました。

◎富士山ヒルクライムは宿泊先のホテルのエアコンから出てきたカビ菌？で喉の調子がおかしくなり、当日は微熱があるような状態で体が思
うように動かず残念な結果となりました。

　・下半期の目標
西日本・東日本・全日本実業団・輪島の4レース全て上位完走ができるよう、体調を整えて臨みたいです。
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報告者 西川昌宏
上半期活動レポート
　【内容】
　・上半期成績

第18回西日本チャレンジサイクルロードレース大会　52位

第4回JBCF伊吹山ドライブウェイヒルクライム　55位

きらら浜サイクルミーティング5月大会　2位（山口県県内選手権ロード1位）

2days race in 木祖村 2013　ステージ1a：8位、ステージ1b：11位、ステージ2：12位、総合7位

第48回中国地域自転車道路競走大会　優勝

　・上半期戦評

　3月4月は走りが重く、結果を出せなかったが、5月のゴールデンウィークの乗り込みから少しずつ走れるようになってきた。JPTは都合や他
メンバーとの兼ね合いもあり、伊吹山しか走れず結果はイマイチであったが、木祖村や中国地域ロードではチームとしても個人としてもそれな
りに存在感は示せたと思う。県内選手権と中国地域のタイトルを取れたことは、実力以上の結果であるが、うれしい出来事であった。

　・下半期の目標
　西日本ロード、東日本ロード、全日本ロードなど、JPTでもランクの高い大会が行われる。

完走、20位以内を目指して走っていきたい。
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報告者 増田輝之
上半期成績　　04.21南紀白浜ＴＴＴ　8位
　　　　　　　　04.22南紀白浜クリテ　12位
　　　　　　　　04.28群馬ＣＳＣ　ＤＮＦ
　　　　　　　　06.09全日本タイムトライアル選手権　23位

上半期戦評
初めてのJPTと言う事もあって新年より距離を重視にして体重を減らし4月の開幕戦に備えました。緊張しながらのの初戦！チームTT。初め
て一緒に走る選手が多い中、向山選手が中心となって戦略、声掛けなどをして先ず先ずの成績を収められました。来年は6位入賞出来る様
に頑張ります。
二日目のクリテは、予選は2組目で14位通過。風が強くて53×12ｔでも集団から遅れてしまう。決勝は、向山選手が積極的に前々で展開して
いるが2人しか居ないので後方待機で隙を伺う。最後の番手争いは、有力チームにそうは簡単に入れてもらえず弾かれますが、何とか耐えて
12位と初戦にしては良い結果が残せたと思います。
その一週間後の群馬。元々仕事で出場も悩んでいたのですが、参戦する事に！危うくば完走をとかしかないモチベーションで走り切れる程甘
くは無く、痛恨のDNFでした。
GW辺りから体調を崩し望んだ全日本TT。一生懸命に諦めずに走りましたが結果は後ろから数えて数人目。情けないけれどコレが現実で
す！この仮は、渡良瀬TTで返したいです。
ロードに関しては、11トップのスプロケを用意しようと思いました。TTバイクは、53から55Tに変更。11-25から12-23Tにします。

下半期の目標
クリテリウムの上位進出。渡良瀬TTでの10位以内。個人総合50位以内目標とチームランキングが一つでも上に行く事を目指します。
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報告者 藤田信一

白浜ＴＴＴ    ８位
今回のコースは、直線が、延長されたので、ディスクが、効果的でぶっつけ本番の割りには、うまく行きましたね、力が、平均化していたのが、
良かったのかもしれないです。

白浜クリテ    予選  ＤＮＦ
半年振りのレースで、レース感と位置どりの悪さ、貪欲な気持ちが、無かったのが、敗因。

群馬ｄａｙ１    ＤＮＦ
レースに、たいして消極的な走りが、ポジションを下げ結果、降ろされる事に…

伊吹山ＨＣ  ９４位
まだまだ身体が、絞れずハイペースに、着いて行けず、たんたんと走り終了。

栂池ＨＣ  ６３位
だんだんと乗れて来た感じですが、ベストより４分落ちでした。

富士ＨＣ  ９６位
ベストタイム目指して、周りを気にせず、走りましたが、５分落ちまだまだです。

個人ランク    ９７位
半年のブランクからの復帰ですが、なかなか元に戻るまで時間が、掛かります。

後半戦に、向けて目標    ５０位
今年のコンディションから、なんとか完走レベルまで、上げて完走で、チームに、貢献したいと思います。
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報告者 奈良浩
●氏名
奈良浩 1965/3/1生　登録番号11ME010069

●2013上半期成績
4/14 第4回 JBCF 伊吹山ドライブウェイヒルクライム 82位（10人出走）
4/20 第2回 JBCF タイムトライアル   チーム順位8位（16チーム出走）
4/21 第3回 JBCF 白浜クリテリウム   予選敗退
4/27 第5回 JBCF 群馬CSCロードレース Day-1  DNF
6/9 第17回 JBCF 栂池高原ヒルクライム   81位（98人出走）
6/16 第10回 JBCF 富士山ヒルクライム   103位（108人出走）

●2013上半期戦評
去年上半期と同等以上の結果を目指してオフシーズン・シーズン直前の練習を続けてきて、力自体は落ちていないかむしろ向上できたと考
えていたのですが、結果として、上半期はまったく納得のいく成績を残すことができませんでした。

タイムトライアルは苦手な種目ではありますが、それなりに準備を重ね、白浜チームタイムトライアルではクラブチームとしては上位の8位に
戦力として貢献できたと考えています。

ただし翌日のクリテリウムは位置取りの下手さが出てしまい、予選敗退。

群馬CSCのレースは調子もよく調整もうまくいき20位以内を目指しましたが、レース中急激な天候悪化と気温低下に対応できずにDNF。群馬
CSCは得意とするコースだっただけに自身でもショックであり、ポイントとしてチームに貢献できなかったことにも反省が残ります。

登りの練習を強化し、栂池・富士山ヒルクライムでは自信のベストタイムを目指しましたが、栂池ヒルクライム直前に気管支炎を発症。強度を
上げた走りが全くできず、症状は富士山ヒルクライムまで残り、こちらも情けない結果となってしまいました。

上半期は結果として気持ちと体調の歯車がうまく噛み合っていない感があり、反省ばかりの残るシーズンとなってしまいました。体調管理に
気をつけ、シーズン後半に調子をあげていきたいと考えています。

●2013下半期の目標
6/30第47回 JBCF 西日本ロードクラシック
7/14 第12回 JBCF 石川サイクルロードレース
8/18 第5回 JBCF みやだクリテリウム
9/8 第3回 JBCF タイムトライアルチャンピオンシップ
9/22 第47回 JBCF 経済産業大臣旗ロードチャンピオンシップ
10/5-6 第17回 JBCF いわきクリテリウム
10/13 第3回 知多半島･美浜クリテリウム

以上のJBCFレース参戦を予定しています。
今年の経済産業大臣旗ロードは群馬CSC開催で、得意とするこのコースでは完走以上を目指します。
また、いずれかのレースで20位以内を目指し、ポイントとしてチームに貢献する走りをしたいと考えています。
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報告者 福原大
　・上半期成績
①JBCF伊吹山ヒルクライム･･･89位
②2days木祖村･･･総合34位
③JBCF栂池ヒルクライム･･･53位
④JBCF富士山ヒルクライム･･･74位
　・上半期戦評
栂池ヒルクライムからはしっかり体を絞れた状態だったので、目標タイムには届かなかったが、昨年よりタイムは良かった。
富士山ヒルクライムは前日の仕事が忙しくなってしまい、疲労困憊の状態だったせいで激坂区間で気持ちが切れて完全にストップ。
しかし、ゴールしたらこれまでのベストタイムだったので、もっと速く走れることが分かった。
　・下半期の目標
今年はまだJBCFのロードレースに出てないので、ロードレースで満足いく走りができるよう頑張りたい。
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